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ごととさ土 ヨリモムシロ十二指腸＿1:{fB7移動性トシテ胃腸吻合テ行 7－，ト （故伊肱倍三戦
侵ノ三三三土氏EてF術 ）テ試 t夕方ヵ・ョ 4カト考へ 7 ス。







該テ有ス ）t.-患者テ経験シ，共ノ局所及ピ手術所見テ~ぺ標本供覧， ffi_ ピ，共ノ稜生経路品
付キ考察テ力日へ．倫小児淋巴腺結核特ニ腸管ニ閥シテハ菌型トシテハ牛型ノ多イ事テ附言
ス。























Cohnheim, _2_三二Klee，クルウベル Klupfel等ハ「アロ fロナート」 AJeuronatニ分泌促進
作用アリト唱導セリ。余等ハ日常吾人ノ食膳ニ上Jレ豆腐ノ原料タル自大豆及ピ小豆トニ就





























































































35.揺謹腺腫楊ト誤ラレタル腸腫場Jー 伊j 京帝大 1J、 海 茂
臨床的所見品ヨツ テ擁護腺悪性腫蕩ト診断セシ モノガ， 手術及ピ術後ノ経過ユヨリ腸壁
ノ癌腫ノタメ腸内容管積シ， ソレニヨ Jレi~性炎症性鑓化ガノI、骨盤腔及ピ貯耽ニ及ピシモ／
ナルタ知レル一例テ報告ス。
36.両側J潜伏豊丸＝費セJI;肉腫Jー 例 大 阪 科4 議 之
〈原稿未着）
37.性J決定ヲ誤ラレタJI-＝建例 ).: 阪 荻 野－ 単品、 j¥. 
（原稿未着）
這加 彦 キ良 西島藤 i台車［）
私モ最近雨側鼠蹟部脱腸テ伴へJレ男性1民性宇陰陽テ経験シ？ シタ ノデ追加致シマス。
患者ノ 17歳ノ女ダ雨側鼠践部脱腸ガアリ。 手術致シ 7 シタ際 「へルーヤJ麗内ニ南側共
車丸テ鷲見致シ？シ タ。，，内側共護育不完全ナ副皐丸ガ随伴九 向左側ダクハ輸精管2モ之テ
謹明スJレコトガIH来 7 シタ， 外陰部ハ完全ナ女性デアリ 7 スガ， H佐~開カ.1J、形ニ It¥来テ























40.先天性手指崎形J：例 京府大 来 須 .1E 男
並 JI I 力
（原稿未着）























昭和5年7月始＿；..患者ハ偶然ニ右側腔骨下端部 iーh~度 ノ！撞脹 テ認メ．同月末楽院ス。 首









































（イ） 貫験的，，.ー ロー氏病ニ於タル骨ノ吸収ハ遺骨細胞ガ増殖シテ肉芽組織 トナリ之が
大阪帝大 中村 一 郎
骨吸牧テ皆ムモノデアリマス。
（ロ） 組織標本ニ於テ出血ハ日数多キモノ ニ於テハ著明ニ認メ ？ス。
（ハ） 「レ」線像ニ於テモni血像ハ陥ニ；；己メ 7 ス。
追加 京帝大 伊 lが リム
l, 貫験的I~旦一氏病骨鑓iヒハ貴大串ノ片i頼教授ノ偏食性骨慶化ト組織接的ニ相異
ガ「アリ？ スカ。







追加 大阪長 井 忠
（伊藤博士ガ片瀬教室ニ於クル研究ノ現況テ問ハレタノレニ封シ）
片瀬教室ニ於テハ．私ガ「食餌ノ寅験的バロー氏病ニ及ポス影響」ニ就テ研索九回下寅




食餌，例之「アルカリー」及ピ「アルカリー」土類盤，夏ニ「グイタ iン_JA, B, D，等ノ九明
カニ該病襲生テ多少遅延セ シメ叉病賓モ比較的針照群ノソレヨリ毛砂キモノアJレテ認メ ラ
Jレ。
43.四股異物J位置測定トソJ摘出法Z就テ 京府大 角 田 英
（原稿未着）
-14.著シキ赤血球抵抗滅弱ヲ曇セル葺痘患者手術例，附溶血性糞m.1疑義
京府大 河 村 諌
（原稿未着）
45.所謂血清「アルプミシ」A.：就テ 大 阪 谷 口 出
えことノ述ペタ Jレ如ク血清診断拳上，特ニ悪性腫毒鑑別ニ重要ナ Jレモノナリト稿セラ Jレ
、血清蛋白中尤モ好水t:ノ部分卸硫酸「アンモニワム」 37%以上ニ至リテ沈澱スル所謂





人， 牛及犬ニ於テハ所謂「アルプ iン」えハ謹明スJI，壬，家兎，鶴ニ於テハ該「フラ クチンjデ
全ク扶除ス。
